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細見浩氏の木版画「根室原野５月  春の武佐岳  桜花」を下絵として新調された緞帳
〈平成27年11月22日㈰ 川北小学校開校100周年記念式典・祝賀会〉
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が
、
円
安
の
影
響
か
ら
相

変
わ
ら
ず
生
産
資
材
・
輸

入
家
畜
飼
料
が
高
止
ま
っ

て
お
り
、
厳
し
い
経
営
を

強
い
ら
れ
、
何
と
言
っ
て

も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
筋
合

意
と
な
り
、
乳
価
、
牛
肉

価
格
の
下
落
の
懸
念
、
投

資
意
欲
の
減
退
や
離
農
に

拍
車
が
か
か
る
な
ど
、
将

来
に
対
す
る
不
安
が
増
し

て
い
る
。
加
え
て
、
深
刻

な
後
継
者
問
題
、
長
時
間

労
働
・
労
働
力
不
足
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

新
規
就
農
者
支
援
、
労
働

負
担
の
軽
減
な
ど
、
そ
の

対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

  

水
産
業

　

今
年
の
秋
サ
ケ
漁
の
本

町
に
お
け
る
水
揚
は
、
予

想
を
大
き
く
下
回
る
、
２

年
連
続
の
４
０
０
０
ト
ン

台
と
大
変
深
刻
な
結
果
と

な
っ
た
。
一
方
、
本
町
の

秋
サ
ケ
水
揚
額
に
つ
い
て

は
、
対
前
年
比
16
％
増
の

22
億
84
百
万
円
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
不
漁
が
始
ま

る
前
の
平
成
19
年
と
比
較

し
て
50
％
程
度
で
あ
る
。

更
に
、
10
月
の
台
風
・
発

達
し
た
低
気
圧
の
影
響
に

よ
り
、
定
置
網
28
ヶ
統

中
、
22
ヶ
統
が
大
き
な
被

害
を
受
け
、
番
屋
、
倉
庫

な
ど
の
漁
業
施
設
、
斜
路

の
損
壊
を
含
む
海
岸
浸
食

被
害
が
各
所
に
及
ぶ
な

ど
、
生
産
活
動
に
大
き
な

打
撃
と
な
っ
た
。

　

本
町
の
秋
サ
ケ
漁
業

は
、
町
の
経
済
を
潤
す
最

も
大
切
な
資
源
で
あ
る
。

　

不
漁
の
原
因
が
特
定
さ

れ
な
い
中
で
確
実
・
有
効

な
対
策
を
見
い
出
せ
な
い

状
況
だ
が
、
漁
獲
量
の
維

持
・
安
定
の
た
め
に
は
、

資
源
造
成
の
た
め
の
親
魚

の
確
保
、
健
康
で
元
気
な

稚
魚
づ
く
り
が
重
要
。

　

幸
い
本
年
の
サ
ケ
採
卵

計
画
に
つ
い
て
は
、
前
期

の
順
調
な
捕
獲
、
定
置
網

の
一
部
撤
去
に
よ
る
自
主

規
制
の
成
果
も
あ
り
、
計

画
達
成
率
が
１
０
０
％
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
ホ
タ
テ
漁
に
つ

い
て
は
、
夏
操
業
を
終
え

た
段
階
で
冬
の
大
し
け
被

害
に
よ
り
、
漁
獲
量
が
昨

年
同
期
比
、
約
34
％
減
の

３
０
４
３
ト
ン
と
過
去
５

年
間
の
同
期
と
比
べ
最
も

金澤瑛町長の行政報告

秋サケの水揚げは２年連続の
4,000トン台と深刻な結果となった

基
幹
産
業
の
状
況
は

  

酪
農
業

　

１
番
草
に
つ
い
て
は
、

前
半
の
適
度
な
降
水
と
好

天
に
よ
り
、
ま
た
、
後
半

は
降
水
量
不
足
と
な
っ
た

も
の
の
、
収
穫
量
は
平
年

を
上
回
り
、
栄
養
価
に
つ

い
て
も
平
年
並
み
と
な
っ

た
。

　

２
番
草
に
つ
い
て
も
、

収
穫
量
、
栄
養
価
と
も
平

年
並
み
と
な
っ
た
。

　

今
年
４
月
か
ら
11
月
末

ま
で
の
８
ヶ
月
間
に
お
け

る
生
乳
生
産
量
は
前
年
同

期
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
0.4

％
増
の
６
５
２
２
９
ト
ン

と
な
っ
た
。
生
乳
販
売
、

固
体
販
売
、
牧
草
等
の
販

売
額
の
合
計
で
は
、
11
月

末
現
在
で
、
対
前
年
比
2.3

％
増
の
74
億
45
百
万
円
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
燃
料

単
価
は
減
少
傾
向
に
あ
る
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久
留
米
大
学
医
学
部
よ
り

来
年
度
以
降
も
医
師
派
遣

亜
細
亜
大
学

と
の
包
括
的

　
連
携
協
定

少
な
い
数
量
に
留
ま
り
、

年
間
計
画
で
も
５
６
０
０

ト
ン
に
対
し
、
66
％
と
な

る
３
７
０
０
ト
ン
に
留
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
11
月
20
日
か
ら
秋
の

操
業
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
10
月
の
台
風
・
低
気

圧
の
被
害
に
よ
り
、
さ
ら

に
水
揚
げ
が
落
ち
込
む
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

水
揚
げ
額
に
つ
い
て

は
、
平
均
キ
ロ
単
価
が
前

年
比
で
約
59
％
増
の
３
３

６
円
と
高
騰
し
て
い
る
こ

と
か
ら
秋
操
業
が
順
調
に

行
け
ば
、
計
画
を
２
％
上

回
る
12
億
59
百
万
円
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と

も
目
標
で
あ
る
８
０
０
０

ト
ン
体
制
の
確
立
に
向
け

て
、
資
源
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

　

水
産
加
工
業
は
、
平
成

20
年
か
ら
の
連
続
し
た
秋

サ
ケ
の
不
漁
に
加
え
、
ロ

シ
ア
ト
ロ
ー
ル
船
に
よ
る

乱
獲
、
ロ
シ
ア
２
０
０
海

里
内
で
の
サ
ケ
・
マ
ス
流

し
網
漁
禁
止
の
影
響
に
よ

り
、
ま
す
ま
す
加
工
原
料

の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転

者
の
労
働
時
間
規
制
強
化

に
よ
る
コ
ス
ト
増
、
加
工

資
材
の
高
止
ま
り
な
ど
の

ほ
か
、
加
工
従
業
員
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
う
機
械
化

の
必
要
性
な
ど
、
水
産
加

工
業
を
取
り
ま
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境

に
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

加
工
揚
に
あ
っ
た
対
策
を

打
ち
な
が
ら
、
懸
命
な
経

営
努
力
を
し
て
い
る
。
町

と
し
て
も
、
昨
年
度
か
ら

３
ヵ
年
計
画
で
「
標
津
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
事
業
」
と

し
て
、
活
〆
普
及
対
策
、

付
加
価
値
向
上
対
策
、
魚

食
普
及
対
策
な
ど
、
水
産

物
・
水
産
加
工
品
の
ブ
ラ

ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て

お
り
、
水
産
加
工
業
者
を

対
象
と
し
た
、
地
揚
産
品

の
販
路
拡
大
を
目
的
と
し

た
商
談
展
示
会
や
水
産
加

工
機
器
の
展
示
会
へ
の
参

加
経
費
の
助
成
制
度
を
創

設
し
て
い
る
。

⑴ 　

本
年
も
11
月
４
日
か

ら
７
日
に
私
と
田
中
議

長
、
大
野
院
長
、
事
務

長
の
４
人
で
、
久
留
米

大
学
医
学
部
の
内
科
学

講
座
及
び
外
科
学
講
座

の
主
任
教
授
を
訪
問

し
、
本
町
へ
の
医
師
派

遣
を
お
願
し
、
来
年
度

　

同
校
の
栗
田
学
長
や
多

く
の
大
学
関
係
者
の
方
と

懇
談
す
る
機
会
が
あ
り
、

本
町
と
同
校
が
人
材
の
育

成
や
教
育
、
産
業
経
済
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
、
幅

広
い
分
野
で
相
互
に
連
携

す
る
た
め
「
包
括
的
連
携

協
定
」
を
結
ぶ
こ
と
を
前

提
に
調
整
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

■
亜
細
亜
大
学
■

※
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
（
校
　
　
　
章
）

・
本
部
　
東
京
都
武
蔵
野
市

・ 

学
生　

短
期
大
学
を
含
め

て
７
０
０
０
名

・ 

学
部　

経
営
学
部
、
経
済

学
部
、
法
学
部
、
国
際
関

係
学
部
、
都
市
創
造
学
部

文
化
系
や
体
育
系
の
ク
ラ

ブ・サ
ー
ク
ル
が
数
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
幅
広
い
分
野
で
の

連
携
・
協
力
が
想
定
さ
れ
る
。

以
降
も
引
き
続
き
医
師

派
遣
を
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑵ 　

久
留
米
大
学
医
学
部

の
「
教
育
関
連
診
察
科

｣

と
し
て
認
定
を
い
た

だ
い
て
い
る
内
科
学
講

座
の
星
野
主
任
教
授
が

11
月
19
日
に
来
町
さ
れ

た
。
星
野
主
任
教
授
の

来
町
は
今
年
２
回
目
と

な
り
、
認
定
病
院
の
現

状
視
察
や
派
遣
医
師
と

の
懇
談
、
病
棟
回
診
等

が
行
わ
れ
た
。
星
野
主

任
教
授
の
来
町
は
、
平

成
25
年
か
ら
４
回
目
と

な
り
、
標
津
町
及
び
標

津
病
院
に
と
っ
て
大
変

光
栄
な
こ
と
で
あ
る
。

久留米大学前にて

※ 亜細亜大学のシンボルマークは、昭和62年に決められました。 マークは、デザイナーの瀬口真誠一氏に
制作を委嘱し、数件の候補作品の中から選定されました。瀬口氏は、作品の制作意図について、「ASIAの
『A』と太陽のイメージとをドッキングさせ、学園の未来に向かっての希望・発展の願いを込めたものです」
と述べています。
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一般会計の補正予算
主なもの

■ 標津町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙が行われ、下記の
方々が当選されました 〈平成27年第４回定例会（12月10日）において〉

標津町選挙管理委員会委員
 （任期：平成27年12月25日～平成31年12月24日）

標津町選挙管理委員会委員補充員
 　（任期：平成27年12月25日～平成31年12月24日）

（単位：千円）

項　目 金　額 内　　　　　　　容
ふるさと応援基
金積立金 2,574 ふるさと応援寄附（ふるさと納税）76件の積立て

高齢者福祉施設
新築事業補助金 1,188

道交付金の交付基準額変更に伴う社会福祉法人
標津福祉会が建設する小規模多機能型居宅介護
施設に対する補助金の増額

乳幼児等医療費
助成事業 2,295 受診件数（前年度同期35％増）及び１件当たりの医療費の増による助成金の追加
子ども医療費助
成事業 2,460 受診件数が前年度同期の比較で46％増加していることによる助成金の追加

畜産競争力強化
対策整備事業補
助金

72,154

国の地域における酪農・畜産の生産基盤の維持・
強化のため、地域全体で策定する実施計画におけ
る農場施設整備に対する支援制度による補助金
（JA標津地区畜産クラスター協議会が計画策定、構
成員の農場整備１件に対する間接補助)

氏　名 住　　所

矢
や

吹
ぶき

　真
まさ

人
と 標津町字川北
63番地16

森
もり

岡
おか

　　茂
しげる 標津町北6条
西1丁目1番5号

佐
さ

藤
とう

　玲
れい

子
こ 標津町字川北
南1線西1番地6

村
むら

上
かみ

　　栄
さかえ 標津町字川北
1396番地

順位 氏　名 住　　所

1 谷
たに

内
うち

　基
き

悦
えつ 標津町字伊茶仁
85番地

2 長
は せ が わ

谷川　薫
かおる 標津町北7条
西1丁目1番4号

3 川
かわ

村
むら

　達
たつ

夫
お 標津町南7条
東1丁目1番1号

4 西
にし

山
やま

　一
かず

樹
き 標津町北2条
西1丁目1番1号

小　川　悠　治　議員 5ページ
　●　 個人負担の格差３倍に!
　　　（介護施設の現状と対策について）
　●　※『陽

ひ
だまり』の状況について

平成27年第４回定例会（12月10日）で１議員が一般質問をしました。
質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

閉会中の
継続調査

３委員会から申し出があり
承認しました

◎議会運営委員会
① 本会議の会期日程等の会
議の運営に対して
② 議会活動化対策に関して

◎総務経済常任委員会
① サーモンパークの活性化
策に関して
②観光行政に関して
③ 農林水産・商工行政に関
して
④ 行政組織の活性化に関し
て

◎ 文教福祉建設常任委
員会

① 福祉行政の施策に関して
②教育行政の施策に関して
③ 建設行政の施策に関して

 期限はそれぞれ
　次回の定例会まで

※『陽
ひ

だまり』…平成28年４月オープン予定の高齢者福祉施設の名称
　　　　　　　（定員）①サービス付き高齢者向け住宅20室21床　②小規模多機能型居宅介護施設25名

建設中の高齢者福祉施設『陽だまり』完成予想図
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介
護
施
設
入
所

自
己
負
担
に
三
倍
の
格
差

  

町
支
援
の
根
本
的
見
直
し
が
必
要
!

経
営
決
定
は
独
自
で
し
、赤
字
は
全
て
町
任
せ
か

 

標
津
福
祉
会（
は
ま
な
す
苑
）の

  

代
表
者
は
誰
か
、経
営
責
任
の
所
在
は
？

問
27
年
４
月
の
介
護
報

酬
改
定
後
、
手
厚
い
介
護

保
険
適
用
の
特
養
（
は
ま

な
す
苑
）
利
用
者
と
利
用

で
き
な
い
人
の
個
人
負
担

の
格
差
が
３
倍
に
な
っ
て

い
る
。
特
養
は
、
皆
の
介

護
保
険
料
で
負
担
が
少
な

い
が
、
特
養
外
の
人
は
経

済
的
に
耐
え
ら
れ
な
い
。

個
人
負
担
の
均
衡
対
策
が

な
け
れ
ば
町
全
体
と
し
て

の
継
続
し
た
介
護
福
祉
が

成
立
た
な
く
な
る
。

問
４
月
開
設
の
「
陽
だ

ま
り
」
を
運
営
す
る
代
表

者
は
誰
か
、
万
一
の
経
営

責
任
は
誰
が
取
る
の
か
。

　

22
年
前
の
標
津
福
祉
会

設
立
時
と
、
町
民
が
介
護

保
険
料
を
負
担
す
る
現
在

の
福
祉
事
業
で
は
全
く
別

世
界
で
あ
る
。
町
に
関
与

さ
せ
ず
に
発
生
し
て
き
た

赤
字
を
全
て
町
が
負
担
し

て
い
る
。
町
の
福
祉
事
業

支
援
は
当
然
だ
が
、
独
立

し
た
民
間
組
織
と
し
て
決

定
し
た
責
任
を
全
て
町
に

負
わ
せ
る
の
は
疑
問
。
町

は
、
経
費
節
減
も
含
め
た

経
営
改
革
に
積
極
的
に
関

与
す
べ
き
で
あ
る
。

小川悠治 議員

　

同
じ
標
津
に
生
ま
れ
、

同
じ
く
仕
事
を
し
、
同
じ

く
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て

き
た
高
齢
者
福
祉
に
不
公

平
感
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

答
行
政
が
対
策
を
取
ら

な
い
と
介
護
難
民
を
生
む

こ
と
に
な
る
。
各
施
設
と

も
高
齢
者
福
祉
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
必
要
な
施

設
で
あ
る
。
特
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
早

急
に
対
策
を
取
り
た
い
。

　

地
域
に
貢
献
し
て
き
た

高
齢
者
が
入
居
し
や
す
い

よ
う
個
人
へ
の
助
成
を
考

え
た
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
介
護
難
民
が
出
る

早
急
な
対
策
が
必
要

               
入
所
者
に
助
成
を
考
慮

代
表
者
は
理
事
長

経
営
責
任
は
理
事
長・理
事
の
ほ
か
管
理
職
に
も

  

福
祉
会
は
町
福
祉
の
要

　     

経
営・運
営
面
で
支
援

　

７
月
に
設
立
さ
れ
た
事

業
推
進
委
員
会
の
改
革
案

の
実
行
に
望
み
を
託
し
た

い
。

答
施
設
は
公
設
民
営
で

あ
り
、
運
営
す
る
標
津
福

祉
会
の
理
事
長
が
代
表
者
。

経
営
責
任
は
理
事
長
と
理

事
会
に
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

管
理
職
の
経
営
意
識
や
体

質
も
問
わ
れ
て
い
く
。

　

平
成
５
年
の
福
祉
会
設

立
時
に
理
事
就
任
を
お
願

い
し
た
経
緯
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
し
か
し
、
現

在
の
介
護
を
取
り
巻
く
状

況
は
一
変
し
て
い
る
。
福

祉
会
に
問
わ
れ
て
い
る
の

は
経
営
体
質
の
あ
り
方
に

尽
き
る
。
こ
れ
か
ら
、
い

か
に
経
営
努
力
を
す
る
か

の
自
助
努
力
が
働
か
な
け

れ
ば
由
々
し
き
状
況
に
な

り
、
町
財
政
に
も
重
く
関

係
し
て
く
る
。

　

福
祉
会
は
、
継
続
的
町

福
祉
の
要
で
あ
り
、
今
後

と
も
経
営
面
や
運
営
面
で

積
極
的
に
支
援
し
た
い
。 はまなす苑内の様子建設中の高齢者福祉施設『陽だまり』
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組織図と役割

●運営組織
○社　　員
　雇　　用
○調製配送
○収穫作業

○役 員 会

代表社員１名、副代表社員２名、社員４名
4名（事務員1名・調製配送作業3名）
雇用職員で実施
TMR組織で実施（出役）

代表社員1名及び部長３名（管理部・製造部・作業部各１名）

合
同
会
社
グ
ラ
ス
Ｏ
Ｎ
Ｅ

管 

理 

部

製 

造 

部

作 

業 

部

１．TMRセンター経理全般
２．TMR在庫調整
３．年間作業スケジュールの計画

１．TMRの調製・配送
２．飼料メニューの検討
３．飼肥料資材の在庫確認及び発注
４．労務管理・雇用労働の調製

１．圃場管理全般
２．草地の評価・土壌分析・肥料の選定
３．出役作業の調整
４．借用機械・施設の維持管理

委員会の動き

TMR（Total Mixed Rationsの略）とは、牛に必要な飼料を全て混合して均質なものに
して与える餌の事。TMRセンターとは、混合した牛の餌を供給する給食センター。

行政視察研修報告
町内行政視察研修

　

10
月
21
日
、
町
内
に
お
い
て
は
二
番
目
の
※

Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
と
な
る
茶
志
骨
の
合
同
会
社
グ
ラ

ス
Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
ワ
ン
）
の
施
設
の
視
察
研
修
を
行
っ

た
。
４
万
８
８
７
９
㎡
の
広
大
な
敷
地
面
積
内
の

各
施
設
及
び
主
な
機
械
に
関
し
て
、
大
石
代
表
社

員
よ
り
、
懇
切
丁
寧
な
る
説
明
を
受
け
た
。

　

将
来
的
に
は
、
自
営
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
も

見
据
え
て
居
り
、
次
々
世
代
迄
継
続
し
得
る
産
業

と
し
て
の
酪
農
業
を
、
安
定
し
た
農
業
基
盤
の
下
、

具
現
化
し
て
行
く
気
概
を
感
じ
る
事
が
で
き
た
。

　

11
月
25
日
に
当
委
員
会

は
、
町
内
行
政
視
察
と
し

て
、
標
津
川
特
定
河
川
改

良
工
事
（
サ
ー
モ
ン
橋
延

伸
工
事
、
標
津
川
引
堤
工

事
）
の
現
場
を
視
察
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
標
津
川
の

異
常
増
水
時
に
対
応
す
る

為
の
も
の
で
あ
り
、
引
堤

工
事
は
平
成
20
年
よ
り
、

ま
た
、
橋
延
伸
工
事
は
平

成
23
年
よ
り
着
工
し
、
今

期
を
も
っ
て
全
て
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

構成農家　7戸

成牛
育成
子牛

※各自農場の出入口に石炭等を
　まき防疫を図る

配合飼料
会社

自走式ミキサー・トラックにより配送（雇用）

バンカーサイロ　25基　39.300.00㎥
飼料調製庫　　  　1基　345.10㎥
飼料タンク　　   10基
格納庫　　　　  　1棟
飼肥料庫　　　  　1棟

自走式ミキサーフィーダー　2台
ホイルローダー　　　　　　2台
細断型ロールベーラー　　　1台
積込コンベア　　　　　　　1台

配合飼料計画
購入計画
配合飼料を購入

TMR飼料の製造工程

収穫作業の一括管理

刈取る
自走式モアコン

拾上げ・細断
自走ハーベスター
ダンプラタック

※収穫は出投により行う

TMR飼料調整・製造（雇用）

運搬

ふん尿散布 各戸の
園場

TMRセンター
運営組織

総
務

経
済

配合飼料積込

合同会社 グラスONE
代表社員 大石　正一

私たちは、『グラスONE』という社名の
由来のとおり、『草』を第一に考え、日々
試行錯誤を繰り返してまいりました。
そして、このたびその具現化のため、
TMRセンターを建設・稼働する運びと
なり、今後も『牛』・『草』・『人』を大
切にして10年後の目標に『農業所得の
1.5倍』を目指しております。

●フローチャート
細断型ロールべーラー
TMR積込コンベア

飼料タンクと飼料調整庫

延伸工事を完了したサーモン橋

文
教

福
祉

建
設

放し飼い 繋ぎ飼い 乾乳・育成

①
自走式ミキサーフィーダー
を飼料タンクへ移動し配合
飼料を投入。

自走式ミキサーフィーダー
を飼料タンクへ移動し配合
飼料を投入。

自走式ミキサーフィーダー
を飼料タンクへ移動し配合
飼料を投入。

②
バンカーサイロからホイル
ローダーによりサイレージ
を切り出し、自走式ミキ
サーフィーダーに投入。

バンカーサイロからホイル
ローダーによりサイレージ
を切り出し、自走式ミキ
サーフィーダーに投入。

バンカーサイロからホイル
ローダーによりサイレージ
を切り出し、自走式ミキ
サーフィーダーに投入後、
飼料攪拌。

③
自走式ミキサーフィーダー
を飼料調製庫へ移動、単味
飼料を投入し飼料攪拌。

自走式ミキサーフィーダー
を飼料調製庫へ移動、単味
飼料を投入し飼料攪拌。

攪拌後、積込コンペアに吐
き出し、細断型ロールベー
ラーに投入。

④ 各農家に配送。
攪拌後、積込コンペアに吐
き出し、ダンプトラックに
投入。

梱包後、各農家に配送。

⑤ 各農家に配送。
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道外行政視察研修

総務経済常任委員会
長野県内に於ける
① 池
いけ
田
だ
町
まち
・松川村の定住人口促進政策

②白馬村の交流人口促進政策
　 平成27年10月13～16日

調
査
項
目

調査期間

池田町
（人口10,273人）

松川村
（人口10,021人）

～平成27年10月１日現在（住民基本台帳）～

白馬村
（人口8,954人）

池田町役場庁舎にて

白馬村役場庁舎前にて

松川村役場庁舎にて

道外行政視察研修報告書
標津町議会総務経済常任委員会　委員長　吉田　　智

　北アルプスの雄大な眺望と四季折々に彩りを成す田園風景が形
成される安曇野北部に位置する「花とハーブの里」池田町と「男
性長寿（平均寿命82.2歳）日本一の村」松川村。両自治体共に、
土地利用調整基本計画に基づき保全地域、開発地域を区分し松本
市、安曇野市近郊のベッドタウンとして、１万人強の人口を維持
している。計画的な土地利用に向けた段階的取り組みと、各産業
のバランスの取れた振興政策が、しっかりとしたコンセプトの下
具現化されている。
　松川村役場を表敬訪問した際、平林議長を初めとして、定数
12名の内10名の議員に迎えられ、標津町の人口減少時代に挑戦
する政策パッケージに対して、熱心な質問を頂いた。
　視察の受け入れ態勢として、当議会も見習うべきであると、委
員一同感銘を受けた。
　北アルプス白馬連峰の3,000ｍ近い急峻な山々が連なる美し
い山岳風景を誇る、「日本の民宿発祥の地」白馬村。全盛期に比
べ、登山者が1/5に、スキー客が1/3に減少したが、グリーンシー
ズンに於いて、アウトドア体験を中心とした長期滞在型観光の確
立を進めている。自然と人が融合した癒しのふるさと「白馬村」
のスローライフは健康的なリゾートライフである。
　更に、真の国際観光都市を目指し、訪日外国人旅行者が安心し
て滞在できる環境づくり、効果的な誘客事業の推進の為、VJC
（Visit Japan Campaign:ビジットジャパンキャンペーン）等
と事業連携を図り※インバウンド（inbound）事業を積極的に展
開し、平成26年には77,000人の外国人観光客が宿泊している。
　今回の研修成果を、今後の議会活動の糧とし、当町のま
ちづくり政策に積極的に提言して行く。

※ インバウンド（英語：inbound）
　■ 外国人旅行者を自国へ誘致すること。海外から日本へ来る観光客を指す外来語。
行政の対策として「経済財政運営と構造改革に関する基本方針2002」に従い
2002年（平成14年）から始まったビジット・ジャパン・キャンペーンで知られる
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平成27年10月26日～30日
決算審査特別委員会

決
算
審
査

総
括
Ｑ
＆
Ａ
よ
り

決
算
審
査
報
告

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会

計
・
８
特
別
会
計
は
10
月

26
日
か
ら
30
日
ま
で
の
５

日
間
、
議
長
と
議
員
選
出

監
査
委
員
を
除
く
議
員
全

員
で
構
成
す
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
（
大
垣
勇
委

員
長
・
南
憲
治
副
委
員

長
）
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

理
事
者
及
び
各
課
主
査
以

上
の
職
員
が
出
席
し
、
質

疑
終
了
後
、
会
計
ご
と
に

討
論
・
採
決
を
行
っ
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

で
は
、
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
、
委
員
会
と
し
て
は

各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

　

平
成
27
年
第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
、
大
垣
委
員

長
か
ら
委
員
会
審
査
報
告

が
な
さ
れ
、
各
会
計
と
も

委
員
長
報
告
の
と
お
り
全

会
一
致
で
認
定
さ
れ
た
。

議案番号 事　　件　　名
認定
第１号 平成26年度標津町一般会計決算

認定
第２号

平成26年度標津町国民健康保険特別会計
（事業勘定）決算

認定
第3号

平成26年度標津町国民健康保険特別会計
（病院事業）決算

認定
第４号

平成26年度標津町介護保険特別会計
（事業勘定）決算

認定
第５号

平成26年度標津町介護保険特別会計
（サービス事業勘定）決算

議案番号 事　　件　　名
認定
第６号

平成26年度標津町後期高齢者医療特別会
計決算

認定
第７号 平成26年度標津町簡易水道特別会計決算

認定
第８号 平成26年度標津町下水道特別会計決算

認定
第９号

平成26年度標津町金山地域休養施設特別
会計決算

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、
本
町
も
農
業
・
水
産

に
関
し
て
特
産
品
が
数
々

あ
る
。
納
税
金
の
増
額
も

あ
る
が
、
特
産
品
の
消
費

拡
大
を
検
討
し
て
は
。

Ａ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
に
は
本

町
も
登
録
し
て
い
る
。
何

れ
に
し
て
も
や
っ
て
い
な

い
町
、
一
方
で
メ
ニ
ュ
ー

開
発
を
し
て
も
納
税
が
無

い
町
も
あ
る
や
に
聞
い
て

い
る
。
ど
れ
が
い
い
の
か

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　

委
員
会
審
査
報
告
書
に

は
次
の
意
見
を
付
し
て
、

議
長
宛
提
出
し
た
。

一
．
地
方
自
治
・
新
時
代

に
的
確
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
弾

力
的
に
対
応
で
き
る
よ
う

体
質
を
強
化
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
職
員
の
資
質
の
よ

り
一
層
の
向
上
を
図
り
、

そ
の
有
し
て
い
る
可
能

性
・
能
力
を
最
大
限
引
き

出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

地
方
行
政
に
あ
っ
て
も
、

説
明
責
任
、
住
民
参
加
等

へ
の
対
応
が
的
確
に
で
き
、

地
域
経
営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
の
概
念
を
理
解
し
、

町
民
と
共
に
町
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
職
員
を
育
成

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

費
を
有
効
に
活
用
し
、
政

策
形
成
能
力
や
創
造
的
能

力
、
法
務
能
力
等
、
職
員

個
々
の
更
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
推
進
に
よ
り
、

行
政
政
策
の
よ
り
効
果
的

な
事
務
に
努
め
、
事
業
推

進
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
。

委
員
会
報
告
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一般
会計

各会計　歳入・歳出決算総括表

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

一　般　会　計 60億8,677万円 59億4,665万円 1億4,012万円

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 8億8,160万円 8億8,160万円 0
介護保険特別会計（事業勘定） 4億4,928万円 4億3,345万円 1,583万円
介護保険特別会計(サービス事業勘定) 2,523万円 2,523万円 0
後期高齢者医療特別会計 1億1,254万円 1億1,238万円 16万円
簡易水道特別会計 1億9,074万円 1億8,936万円 138万円
下水道特別会計 3億1,843万円 3億1,843万円 0 
金山地域休養施設等特別会計 1,760万円 1,760万円 0
特　別　会　計　合　計 19億9,542万円 19億7,805万円 1,737万円

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 8億2,508万円 8億255万円 2,253万円
(病院事業) 資本的収支 7,850万円 7,850万円 0

企業会計合計 9億358万円 8億8,105万円 2,253万円

総　　　　　　　計 89億8,577万円 88億575万円 1億8,002万円

　　　　　　
　　

　　
　
　
　
依
存
財

源　
　　　

　　自主財

源

※自主財源　12億5,309万円（20.6％）
※依存財源　48億3,368万円（79.4％）

歳出
59億4,665万円

町債＝借金 公債費＝返済金 積立金＝貯金

「目的別」内訳「財源別」内訳
町税
6億8,461万円
（11.3%）
繰入金、繰越金
2億9,365万円
（4.8%）
使用料等
2億7,483万円
（4.5%）

地方交付税
31億4,255万円
（51.6%）

地方譲与税等
1億9,758万円
（3.3%） 町債

6億6,319万円
（10.9%）

国道支出金
8億3,036万円
（13.6%）

人件費
9億649万円
（15.2%）

扶助費
3億6,518万円
（6.1%）

公債費
6億2,950万円
（10.6%）

物件費等
10億4,682万円
（17.6%）

補助費等
12億3,149万円
（20.7%）

普通建設事業費
10億7,499万円
（18.1％）

繰出金等
4億6,928万円
（7.9%）

積立金
2億2,290万円
（3.8%）

歳入
60億8,677万円

平成26年度　まちの決算書

～町民力・地域力・行政力の結集によるまちづくりの推進～

対前年比
４％減

歳出
歳入 60億8,677万円 差　引

1億4,012万円歳出 59億4,665万円
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先
日
諸
用
で
、
出
向
い
て
い
た
札
幌

市
で
奇
跡
の
よ
う
な
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　

偶
然
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ

ん
に
、
何
気
な
し
に
、
悪
天
候
で
、
中

標
津
空
港
か
ら
の
飛
行
機
が
欠
航
に

な
っ
た
事
な
ど
正
直
、
間
を
持
た
せ
る

た
め
の
世
間
話
を
し
た
つ
も
り
で
し
た

が
…
…

　

で
も
、
次
の
瞬
間
、
運
転
手
さ
ん
か

ら
以
外
な
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
そ
う
で
す
か
、
実
は
私
は
隣
町
の

標
津
町
古
多
糠
と
い
う
と
こ
ろ
の
生
ま

れ
な
ん
で
す
」「
え
ー
!!
」
私
は
道
東

か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
『
標
津
』
を
説

明
す
る
と
き
、
士
別
と
間
違
わ
れ
た
り

し
て
面
倒
な
思
い
か
ら
、
根
室
の
方
と

か
、
中
標
津
か
ら
と
か
、
適
当
に
話
し

を
合
わ
せ
る
事
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
私
が
標
津
町
の
住
民
で
あ
る
こ
と

を
告
げ
る
前
に
『
標
津
』
の
名
前
が
出

て
驚
き
ま
し
た
。
運
転
手
さ
ん
は
続
け

ま
す
。

　
「
私
の
故
郷
は
、
海
の
近
く
な
ん
で

す
。
豊
か
な
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
、
魚
が
た
く
さ
ん
と
れ
て
、
人
情
が

あ
っ
て
…
…
大
人
に
な
る
前
に
引
越
し

ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

で
、
と
て
も
い
い
所
な
ん
で
す
」
唖あ

然ぜ
ん

と
す
る
私
に
、
運
転
手
さ
ん
は
更
に
続

け
ま
す
。

　
「
今
で
も
親
戚
が
標
津
に
い
る
ん
で

す
。
故
郷
は
い
い
も
の
で
す
ね
」
彼
が

口
に
し
た
親
戚
の
中
に
、
た
ま
た
ま
私

の
知
り
合
い
が
い
て
、
タ
ク
シ
ー
の
中

は
、
思
わ
ず
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
も
の
で
、『
故
郷
』
と
言

う
言
葉
は
、
都
会
の
ど
真
ん
中
で
、
初

め
て
出
会
う
見
ず
知
ら
ず
の
人
を
ぐ
っ

と
身
近
か
に
引
き
寄
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

標
津
を
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
町
を
懐
か
し
く
大
切
に
想
う
人
が

い
る
。
な
ん
だ
か
胸
が
熱
く
な
る
思
い

で
し
た
。

　

彼
が
通
っ
て
い
た
古
多
糠
小
中
学
校

は
、
今
は
川
北
と
統
合
さ
れ
廃
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
共
に
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢

化
の
波
は
確
実
に
我
が
町
に
も
押
し
寄

せ
て
い
ま
す
。
た
と
え
母
校
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
母
な
る
標
津
の

川
々
か
ら
巣
出
っ
て
い
っ
た
鮭
の
よ
う

に
日
本
全
国
に
、
こ
の
町
の
応
援
団
が

い
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
現
在
、

標
津
に
育
つ
子
供
た
ち
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
さ
み
し
い
事
で
す
が
。
小

さ
な
町
で
は
、
小
中
学
校
や
高
校
の
学

舎
で
共
に
学
び
、
楽
し
く
遊
ん
だ
仲
間

は
、
全
員
が
幼
馴
染
で
す
。
中
に
は
一

生
涯
の
親
友
を
得
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。

　

自
然
の
恵
み
が
多
い
こ
の
町
だ
か
ら

酪
農
・
漁
業
と
変
わ
ら
ぬ
景
色
が
あ

り
、
な
つ
か
し
い
人
々
が
町
を
守
り
支

え
て
い
ま
す
。
こ
の
町
に
住
む
人
、
こ

の
町
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
人
、『
標
津

が
故
郷
で
す
』
と
い
う
、
す
べ
て
の
人

の
心
の
中
で
、
い
つ
ま
で
も
『
自
慢
の

故
郷
』
で
あ
り
続
け
て
い
た
い
と
思
う

で
き
ご
と
で
し
た
。　

　

平
成
28
年
が
始
ま
り
ま

し
た
。標
津
町
民
に
と
っ

て
平
穏
か
つ
活
力
の
あ
る

年
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
も

の
で
す
。

　

昨
年
は
、何
と
言
っ
て
も

秋
サ
ケ
漁
の
不
振
で
漁
業

者
は
も
ち
ろ
ん
、多
く
の

町
民
が
影
響
を
受
け
ま
し

た
。今
年
こ
そ
は
期
待
し

ま
す
。

　

広
報
特
別
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
変
わ
っ
て
か
ら

約
８
カ
月
を
経
過
し
ま
し

た
。町
民
と
町
議
会
を
結

ぶ
重
要
な
役
割
を
任
っ
て

い
る
こ
と
を
再
認
識
し
な

が
ら「
議
会
だ
よ
り
」を
発

行
し
て
い
き
ま
す
。

（
大
垣
　
勇
）

編集室

議　長  田中　孝幸　　　　　　　　　委 員 長  大垣　　勇　　委　員  金田　照男
副委員長  吉田　　智　　委　員  山崎　英司

寄稿

広報特別委員会

故
　
　
郷

酪
　
農
　
業
　
　
星  

　
ひ
と
み

・標津町議会ホームページ…http://www.shibetsutown/gikai.html
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp


